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記 者 発 表
平 成 3 0 年 1 月 1 7 日
桑 折 町
福島河川国道事務所

阿武隈川「桑折地区かわまちづくり」検討委員会を開催。
～献上桃の郷ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ（訪れる人々と地域との活動交流拠点）を目指して～

○水辺空間を活用した地域活性化を目指し、「桑折地区かわまちづくり計画（案）」を策定する
にあたり、地域で活動している方や、地元住民の方々の意見を反映した計画とするために、
かわまちづくり検討委員会を開催します。

○なお、桑折町では、平成29年度「かわまちづくり計画」の募集（平成30年１月26日国交省
締切）に、「桑折地区かわまちづくり計画」の登録申請を予定しています。

１．日 時：平成30年1月18日（木）１8：30～20:00頃予定

２．場 所：桑折町役場２階会議室 伊達郡桑折町字東大隅18番地（別紙１参照）

３．主 催：桑折町

４．検 討 委 員 名 簿： 別紙２のとおり

※「かわまちづくり計画」
・「かわまちづくり」支援制度（国土交通省）に登録するため、「かわまちづくり」の実現に向けて推進主体
（市町村など）が作成する計画。
・地域活性化のため、地域の景観、歴史、文化及び観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知
恵」を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者の連携の下、実現性の高い水辺の整備
・利用に係る取り組みを定めるもの。
・「かわまちづくり」支援制度については、「参考資料」を参照して下さい。

※桑折町では、平成28年3月に「桑折町歴史的風致維持向上計画」（以下、「歴まち計画」）が認定され、
その中の重点区域の一つに「阿武隈川氾濫原と果樹栽培にみる歴史的風致」が設定されています。

※「歴まち計画」を推進し、地域活性化を図るため、桑折町では阿武隈川の資源を活かしたまちづくりを進め
ることを目的に「桑折地区かわまちづくり計画（案）」を策定することとしています。

≪発表記者会：福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ≫

< 問い合わせ先 >

桑折町 地域整備課

TEL ０２４－５８２－２１２７（直通）

地 域 整 備 課 長 菅 野 泰 央
かん の やす お

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所

TEL ０２４－５４６－４３３１（代表）

工 務 第 一 課 長 佐 藤 浩 治 （内線 311）
さ とう こう じ



「桑折地区かわまちづくり検討委員会」
会場：桑折町役場 ２階会議室 
 
 
 
 

桑折地区かわまちづくり検討委員会 
    会場位置図（桑折町役場） 

（別紙１） 
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（別紙２）

（敬称略）

Ｎo. 氏　　名 役　　職

1 委員長 渋谷　浩一
桑折町商工会長　桑折町歴史的風致維持向上計画委員
荒川かわまちづくり委員

2 委員 佐藤　久仁夫
伊達崎住民自治協議会　会長
地元伊達崎地区住民代表

3 委員 石岡　恒憲
桑折学のすすめ編纂メンバー　伊達西住民協議会事務局
長　カヌー経験者

4 委員 山木　一芳 地元農家　桑折町体育協会会長　　カヌー経験者

5 委員 羽根田　八千代
地元農家　　女性団体所属　三元車　　自転車
町議会議員

6 委員 古山　千寿子 民生委員　トライアスロン

7 委員 蓬田　宗由 地元農家　認定農業者

8 委員 皆川　和夫 ノルディックウォーキングインストラクター

9 委員 佐藤　淳未
総合型地域スポーツクラブマルベリーこおり
クラブマネジャー

10 委員 菅野　茜 地元農家　ジョギングふくしま副会長

11 委員 鈴木　淳 福島河川国道事務所　伏黒出張所長

（開催状況）

第１回検討委員会 平成２９年１月３０日（月）、桑折町役場２階会議室

第２回検討委員会 平成２９年３月１４日（火）、桑折町役場２階会議室

桑折地区　かわまちづくり検討委員名簿



かわまちづくり支援制度 ～良好なまち空間と水辺空間の形成～

河口から水源地まで様々な姿を見せる河川とそれに繋がるまちを活性化するため、地域の景観、歴史、文化
及び観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と
河川管理者の連携の下、河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指します。

＜ソフト対策＞
優良事例等に関する情報提供のほか、河川敷の
イベント広場やオープンカフェの設置等、地域
のニーズに対応した河川敷地の多様な利用を可
能とする「都市・地域再生等利用区域」の指定
等を支援

＜ハード支援＞
治水上及び河川利用上の安全・安心に係る河川
管理施設の整備を通じ、まちづくりと一体と
なった水辺整備を支援

【登録数】1６９地区登録（平成2９年度３月末 時点）水辺のオープンカフェ
（那珂川/福岡市）

管理用通路をフットパスとして活用
（最上川/長井市）

【 支援制度による支援 】 【 申請に関する手続フロー 】

【 活用例 】

参考資料
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